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1)名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部(地 域 看 護 学)






























に対する理解 ・共感の程度を、「理解 ・共感 しやすい」
「やや理解 ・共感 しやすい」「どち らで もない」「理解 ・
共感 しにくい」「やや理解 ・共感 しに くい」から1つ選





















　　　　　　　 地域の人々を対象とした地域看護活動に主体的に参加し、その企画 。実行 ・評価および調整のあり方を具2)
　　　　　　　 体的に理解できる。












































　 本項以下では、目的 ・目標に対する理解 ・共感の程度
は、「どちらで もない」を除いて、それが肯定的回答か、
否定的回答かにより、便宜的に次のように再分類 して整
理 した:「理解 ・共感 しやすい」 と 「やや理解 ・共感 し
やすい」を 「理解 ・共感 しやすい」 として、また、「理
解 ・共感 しにくい」 と 「やや理解 ・共感 しにくい」を




　表3に 、3つ に再分類 した理解 ・共感の程度、および
その回答別に意見の記載内容を類似する内容 ごとに項 目
を立てて整理 したものを示す。「理解 ・共感 しやすい」
が60人(66.0%)で最 も多か った。
　意見は理解 ・共感の程度に関わらず、共通 した項 目が
多かった。それらは、「実習期間の短さ」「内容への要望 ・
提案」「内容への疑問」「実習受け入れ側の限界」があっ
















































あるグループ ・組織活動(例 えば老人会など)に見学 ・
参加すること」の可能性について尋ねた。実施可能性は








































































健師の66。0%が理解 ・共感 しやすいと回答 しており、概
ね保健師と理解が共有できる目的 ・目標であることが確









































と考え られる。本学部の目的 ・目標は現行のカ リキュラ



















































































際の基本的な姿勢 とも言える 「生活者である地域住民 と
の関わり」「指導者ではな く支援者 としての姿勢」など
である。その他、保健師の仕事に対する信念、やりがい、
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